
令和６年度 第４回学校運営協議会 報告 

 

１ 日時 

令和７年１月 29日（水）午後１時 30分から３時 30分まで 

 

２ 会場 

浜松東高校第一応接室 

 

３ 出席者 

(1) 委員 

清水猶（浜松市民生委員児童委員協議会旧東区顧問） 

山下智之（浜松市内協働センター講座講師） 

高林宏（スヤマビルドサービス㈱代表取締役社長） 

松島民枝（静岡県立浜松東高等学校同窓会会長） 

和田安彦（静岡県立浜松東高等学校後援会会長） 

(2) 学校関係 

丹生敬人(校長)、近藤好正(教頭)、神谷兼司(事務長)、佐藤大輔（総務主任）、 

秀平教朗（教務主任）、井口仁美（生徒指導主事）、松永行弘（進路指導主事）、 

小野田宗弘（保健主事）、菅沼大介（１学年主任）、増田直剛（２学年主任）、 

山崎大介（３学年主任） 

 

４ 次第 

(1) 第３回学校運営協議会報告 

(2) 学校の現状報告及び質疑応答 

ア 学校評価アンケート報告 

イ 成果と課題報告 

ウ 来年度に向けて 

(3) 学校関係者評価 

(4) 意見交換 

 

５ 学校現状報告の質疑応答内容 

(1) 生徒課 

＜委員＞学校での自転車盗難はあったか。 

＜本校＞なし。盗難が多いのは、さぎの宮駅周辺や商業施設 

＜委員＞子どもたちに注意喚起を。 

(2) 進路指導課 

＜委員＞「プレゼン能力の向上」とは？ 

＜本校＞自分の強みを言えるよう、また、表現できるよう指導している。 

＜委員＞伝わる意見の作り方は大事なこと。どのくらいの成果が出ているか。 

＜本校＞６回のプログラムで実施している。成果はこれから分析していく。 



(3) 保健厚生課 

＜委員＞生徒の健康増進、朝食を摂る率はどれくらいか。 

＜本校＞朝食摂取率は高い。他校より率は高いのではないか。 

(4) １年部 

＜委員＞朝読書でどんな本を読んでいるか。 

＜本校＞小説など。月に１回程度ビブリオバトルを行い、本の紹介をしている。 

＜委員＞入学時のガイダンスはしているのか。 

＜本校＞特にやっていない。生徒は自分で本を選び、月に１冊程度読んでいる。 

 

６ 学校関係者評価の内容 

(1) ア「安心・安全な学習環境の整備と健全な心身の育成」について 

◆ 目標設定は学校独自のものか。→ 学校独自のもの 

◆ 全体の取組目標が誰に課された目標設定なのかがわかりづらい。目標設定され、

その達成のために学校は何ができたか。そこが評価につながるのではないか。 

(2) ウ「基礎学力の定着と進路実現に必要な学力の育成」について 

◆ 先生方の授業を見てとても頑張っていると評価して Aとした。 

◆ 授業評価未実施とあったため、それでは評価できないと判断した。 

→ アンケートの中では商業科での授業評価はしているが、全体での授業評価は

実施していない。 

(3) カ「教職員一人一人が力を発揮できる環境の整備」について 

◆ 先生方の頑張りはすばらしい。C評価ではなく Aでよい。 

(4) 学校関係者評価の合議 

ア；A イ；A ウ；A エ；B オ；B カ；B 

 

７ 意見交換の内容 

(1) 目標を掲げるのであれば、具体的な取組目標の設定を。できていない目標設定をし

て、その伸びを評価するのもよい。 

(2) 「カ」について勤務時間に切り込んでいったのは評価できる。 

(3) 明確な目標を。管理するための目標設定が必要。計画と具体的な取組を明確に。 

(4) 「カ」について職員の皆さんは一生懸命やっていると思う。そこは評価してもよい

のでは。 

(5) 評価項目の骨子をしっかりと。PDCAサイクルの具体的な設定を。 


